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東京農業大学図書館標本室における

古農機具類の収集と整理

Original Farm Tools Stored in Specimen Room, 

Library of Tokyo University of Agriculture 

I はじめに
東京農業大学図書館(図 1 )は、農学を研究.教育す

る者の場として，文書，実物，視聴覚の情報媒体を備え，

研究者と学生の利用に供する場である.そのなかで標本

室は，各学科(表 1 東京農業大学は農学の単科大学)

の専門事項に対応して，標本の調査，収集，整理，展示，

収蔵，教材・研究用資料の製作等を主な活動内容として

いる.主なる収蔵品は，暗葉，農業昆虫，古農機具類(以

下資料とする)などである.本報告では，乙れらのうち，

資料の収集と整理について述べる.

図 1 東京農業大学図書館の組織
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表 1 東京農業大学農学部の各学科名

1 農 学 科 6 農業経済学科

2 林学科

3 畜産学科

4 農芸化学科

5 農業工学科

* うめむろ ひでお

7 醸造学科

8 農業拓殖学科

9 造園学科

10 栄養学科

東京農業大学図書館標本室
Specimen Room. Library of Tokyo 
University of Agricul ture 
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E 収集の必要性と開始時期
昭和30年代は，所得倍増政策によって， 日本経済は急

速な進歩発展がみられた.農業においても，他産業と同

様に転換期を迎えた.その要因として，動力源の移行と

農業資材にピニーノレフィノレムが普及した乙と等が考えら

れる. それまで農業動力源としていた人力・畜力は動力

に移行した.乙の動力の導入によって，余剰労働力は，

従来の経営形態外の農業または他産業へ流出した.さら

にビニー Jレフィ Jレムの普及によって，経営形態，栽培時

期，栽培地域等の栽培方式の変化がみいだされた.このこ

とは，従来まで全国各地で行なわれていた，各地域に特

有な慣行の農作業方法を失なわせる結果となり，画一的

な方法に変化させたことになる.それまで慣行農作業に

使用された各地の資料は，機械力の導入lとより不要の遺

物とされ，放置，または廃棄されている. しかも，各地

に残る慣行農作業に使用された資料のほとんどは木製，

竹製，布，紙，藁，一部金属等のもので，放置すれば消

滅するものである.そのこと自体は時勢の流れとして，

真にやむをえないととであり，農業に従事するものの，当

然の行為と考える。 しかし，農学を学び，研究する者に

とって，日本農業の発達過程を歴史的，具体的に示すも

のとして，これらの資料は最も重要であると考えられる.

乙れらを収集することによって，過去の集積された技術

を時代的，地域的に比較することもできる.さらに，将

来における農機具類の進歩発展の基礎にもつながると考

えられる.以上のような必要性を考慮して，昭和43年 4
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月から，現在に至るまで収集を続行している.

ただし，収集開始時期は，遅きにすぎたといえよう.

E 収集の対象

1. 資料の範囲

民俗学において吉田(1)は， r農具とは農民が自分の手

足に何かの具をつけて動かす乙とによって，自分の身が

らくになると同時に作業能率を増すことができるという

意味から工夫されて使う具J と述べている.また，農業

機械学において庄司(2) は， r農業機械とは農の作業に用

いる機械器具の総称である J と述べている. しかし表 1

に示すような，本学のすべての学科の専門事項に対応す

るには，農機具の範囲を両者の定義した範囲に限定した

のでは不充分である.そとで栽培・飼育から加工・調理，

販売までの作業に使用するすべての用具を資料として扱

つ.

2. 資料が実用された時代の範囲

昭和36年に農業基本法が成立し，昭和37年から第 l 次

農業構造改善事業が開始された.この事業は，農業経営

規模の拡大と近代化，米麦作から畜産，果樹作などへの

選択的拡大による農業と他産業との経済的，社会的地位

の均街などを目標に規定している.すなわち，良業の生

産性を高め，農家の所得増大をめざすことにある.経営

規模の拡大化によって，動力源は人力，畜力から動力へ

と移行した.表 21と示すように水田耕起においては，昭

和35年から昭和36年にわたって，過半数の農家が畜力か

ら動力に移行している.畑作耕起についても，同様に昭

和36年までに過半数の農家が移行した.さらに，表 3 に

示すようにハンドトラクター 1 台に対する農家数は，昭

和37年が最低であり，その後は農業構造改善事業の開始

により，増加した.そのひとつの理由として，経営規模

の拡大化によって，ハントラクターから乗用のトラクタ

ーに変ったと考えられる.

乙れらの事情を考慮して，昭和37年以前に製作され，

実用された用具，またはそれ以後も同じ構造を有し，使

用された用具を対象として，資料とし，収集している.

表 2 農作業のおもな動力源別農家数

百万芦

、、

三三一
農家数{/: 35 36 37 38 

動力自国

水田耕起

ì'ðカ・"

訪力一ー

畑作耕起
音力一ー

100n fl 表 3 ハンドトラクター 1 台に対する農家数

�687.45 

5.0 0 () 

4097 .. A 

3Q66 
2-U:l 
21.14 

2旦21

~家数/1 昭 28 29 
/イrl 府]

30 31 32 33 :11 35 36 37 38 

14 

百収集の地域，および方法
収集の対象地域は日本全国とした.収集の方法として

は，図 2 の東京農業大学の校友会と父兄会の組織を通じ

て資料の寄贈願いを配布し，その回答の結果によって，

担当者が直接，現地に赴き，間取り調査を行なった.資

料の運搬は業者に委託しないで，担当者の手で搬入した.

東京農業大学の校友，および父兄は，直接，間接IC 9 割

以上農業に関連した職種であるので，上記の組織を通じ

図 2 収集における組織

「各県の校友会 一一一一農業自営
I (卒業生およそ 55，000人) 農業に関連
| する公務員・

東京農業大学オ 団体職員
| その他

L各県の父兄会 一一一一表 1 の学科
(在校生およそ 8，000 人)
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る乙とは，収集上，はなはだ効果的であった.

V 収集資料の特徴，および点数
各地の異なる地形は，農作業の方法を多様化させ，そ

れに伴なって資料も多種である.たとえば，鍬を刃床部

の平面形態に着目して分類すると図 3 となる.同じ作業

を行なうにも鍬の形態を異にしている場合もあり，また

逆の場合もある.多くの資料は単独の農作業に使用され

ることが少なく，複数の作業に使用されることが多々あ

る.さらに収集した鍬には，一定の摩耗の仕方をしたも

のが多数あり，それによって，作業姿勢，作業方法の推

測が可能である.

図 3 刃床部の平面形態
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乙のように，収集された資料は，農学の研究と教育に

直接役立つものである.

資料は現在までに，全国の 351 戸の農家から 2381 点

収集された.

写真 1 背当て

写真 2 万石の網
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VI 整理
資料は，つぎの作業順序に従って整理する.

1. 寄贈者別リストの作成

2. 台帳記入

また，写真 l の背当ては，負荷力の大なる部分が擦り 3. 受入番号.現地名.寄贈者名.住所.収集年月日.

へり，その度合は労働の激しさを現わす.乙の擦る位置 間取りによる主なる事項を記載した木製札を資料に

によって，荷を背負う作業姿勢を推定する乙とも可能で つける.同時に資料に直接，受入番号を記入する.

ある.写真 2 に例示したように，資料のなかには，製作 4. 資料に附着したものの採集(特に資料自体に対する

者名，製作年月日，所有者等が記入されているものが多 害虫，資料に附着したものに対する害虫，および資

ぃ.この記入内容によって，農機具類の発達過程や流通 料の使用に対して附着した穀物等の採集によって，

経路等を推定することが可能である. それらの資料の特徴が判明すると考えられる) . 
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川
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内
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5. 嬬蒸

6. 掃除，洗濯

7. 計測

8. 撮影，特に墨書した部分については赤外線撮影を行

なう.

9. 白黒写真の作成

資料の分類は，表 4 ，ζ示す分類表によって行なう.乙

の分類表は，大学各学科の専門事項を考慮して1969年に

作成されたものである。

表 4 東京農業大学図書館標本室古農機具類分類表

1.整地用具耕起用鍬， 型， 鋤， 踏鍬， 鋤簾.
えより

tA. 耕転機 等
〈れわり まんが ふりまんが

規砕用塊割.馬鍬，振馬鍬，砕土軽量，ハロー等

鎮圧用ローラ一 等
ζえぴしゃ〈

2. 育成用具勉肥用肥柄杓， 肥料撒布機， ホーク写
すじひき

成形用筋引，回値綱.田植定木，乙ろがし等

矯種移種用搭種機， 移植逼， 詰笠 等
がんづめ っちも守、

中耕除草用 鎌，カ Jレチベーター， 雁爪. 土入機
〈さかき

水田中耕除草機， 草掻 等

3. 防除用具 噴霧機，撤粉機，誘蛾燈，爆音機

議主， 完鴇. 拾よけ等
りゅうとっしゃ ふみぐるまふり

4. 錫排水用具 風車，水車，龍骨.il!.踏車.振バケツ等

5. 収穫用具刈取用鎌， 手押型稲麦刈取機 等

抱取用山芋招， 萄掘， 遺恨制 等

6. 穀物調製用具脱穀用設著. 1主宰，設許苔，宇品，結社
たたき トウモロ j"/

豆叩， 玉萄黍脱粒機 等
だっ ぷ

脱存用籾沼田， 籾抱機 等
み とうみ うちわ

選別用箕， 唐箕，団扇. 農用扇風筏，
まんc< とうし ふるい

万石筏， 街. 米選機 等

乾燥用乾燥機 等
かます と〈いれ

7. 収納用具貯蔵用俵入， 麻袋， 紙袋， 殺人等
めぬ舎 たわらしめき

包装用目貫， 漏斗， 俵締機 等
ふみうす

8. 穀物製精用具精米用臼 杵. 踏臼， 精米機等

精粉用石製沼臼， 精粉機 等

精麦用押麦織
ぜいろ かできり

臼，杵，木鉢.蒸箆，製麺機，糧切，

醸造，豆腐製造器， 澱粉製造器 等
わらずぐり わらうち ょ ιづち

10. 藁稗加工用具調製用藁選， 藁打， 横槌 等
はわはいき むしろはた たわらあみ かますBり

加工丹1 縄絢機， 廷機， 俵編 λ織
さんだわらあみ もっとあみ わらじあみ まぶしあみ

桟俵編， 呑編. 草鮭編， 族編等
たいひき" jち4 らかす傘りまめたまけずり 倉り

11.肥料調製用具 堆肥切.油粕切，豆玉削，ニシン切等

12. 特用作物用具収穫用刈取鎌. 茶摘鉄， 等
むし怠け わた〈り

採繊同点l皮機， 蒸桶.綿繰. 和紙漉等
あ.'らしほり

搾油搾汁用 庶茎搾， 油搾， 薄荷蒸溜器等
4まいろ

製茶用熔炉ー 等
じよろ

13. 園芸用具裁縫管理問切出， 明定鉄， 如露， 値木鉢等
b‘ζ 

収 f費用鉄. 箆 等

選別用選巣軽量 等
かんぴょうきり

加工用千烈切 等

14 主主畜用具牧草調製用レーキ， モア一 等

飼料調製用押切， テョツパ一 等

9. 食品加工用具

飼育管理用 給餌器， 給水器， 排卵器， 育雛6~

ficj業同，爪切，毛ブラシ.Ií:蜂6~ 宇

毛処理月]鉄 等
〈わつみづめ

15. 養室用具桑樹 J司桑切鎌，桑摘爪，桑抜器. tHJi機':!;
さんぽ〈 さんか

飼育管理!II 桑切白丁， 桑f商徳， 五正箔， 会架

催奇器， カノレトン， 火鉢 "!f
，けばとりき tJ しかため かんけん

上族整繭用 族， 毛羽取機， 族 (!D. 乾繭機等

出
問
機

繭
織
送
機

糸
川
織

整
批
機

糸!U.鍋
~ <り

座繰

h
T寸叶
ド
ザ16. 伐採用具

17. 土工用具

18‘運搬用具

鋸， '$t， 斧，官等
つるはし .刈t<ド

鶴噴f1十矢， シャベル写

一輪車， 荷ヰI. 11l J1t. 織， 背負綿子
てか~

徳 trl架r.r. 手鈎 て字

鞍， 口箆. 牛靴， 手側， 鼻輸
はみ

馬街 で宇
みの ももひ倉 ，.んてん

笠 ht. 股引ド樋， 前掛
てつζ う きやはん

手 ljl. 脚本r. 集靴 7J= 
げんぎ省

析干， 尺杖/l\J 'f- ~r; 

7l<!U. 石川1発動機， モータ- 7; 

19. 装具矧

20. 作業次対

21.度量衡類

22. 動 力

23. 製炭用具

24. その他

vn 収蔵
保存にあたって，資料の素材別に表 5 に示すような処

理を行なう.ただし，資料は単独の素材ではなく，複数

の素材で構成されたものが，大多数であり，処理には困

難をきわめる乙とが多々ある.

表 5 素材別による資料の保存処理

等

素材 処 理

金 属 錆の抑制

藁 乾燥抑制防虫整形

木 乾燥抑制防虫

布・紙・竹 防虫

皮 革 防虫硬化抑制

土・岩石 風化抑制

付 セン 脱落防止汚染防止

個々の処理方法については，別に報告する予定である.

現在，資料の収蔵中の建物は，図書館の一部分として

建築された部屋を利用しているために，収蔵には適切で

ない.そこで，仮りの遮光，断熱等の処置を施している.

延面積，およそ 300rrt 高さ 2.5m ， 容積，およそ 800

dである.収蔵の方法としては，資料を木製棚，または

床に定置，および壁面に懸垂している.収蔵庫内におけ

る資料の配列は，原則として表 4 の分類による.

WI 展示・公開
展示室は図書館 (4 階建，延面積 4.200 rrt) の 1 階に

16 
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位置し，図書館の利用者はその一部を通路として，閲覧

室に出入りをする.展示室の面積は，およそ 150 rrl ， 高

さ 4.0mである.常設展示として，日本鶏52羽の剥製を

扱い，乙の他，年 2--3 回程度の特別展示を行なってい

る.乙の特別展示は，テーマによって，すべて作物，家

畜等の標本を中心として，その栽培，飼育，管理，加工，

販売等に至る資料と，それらの使い方を示す写真，イラ

スト等を展示している.

たとえば，茶の展示においては次のものを展示した.

1. 実 2. 品種の暗葉 3. 各地の栽培，管理，

収穫，および製茶の方法を示す写真と，それらの用具

4. 製品の保存用具 7. 各種製品の見本

8. おいしい茶の入れ方のパネルと茶器 9. 製品

を利用した加工食品 10. タンニンの利用法とその

利用製品 11.文献，図書.

収蔵庫は，利用者の申し出 lとより，見学できる.主な

資料には，和名と英名を記載したラベノレが付しである.

乙れはアジア，アフリカ，南米方面の見学者が特に多い

ためである.展示案内は年 4 回発行の図書館ニュースに

紹介され，学生，職員lζ配布される.

展示は一般には公開されていないが，利用者の申し出

lとより，見学を許可している.このほか，資料の正しい

理解をたすけ，収蔵物をあきらかにするために. 1978 

年に収蔵品のすべてを掲載した東京農業大学図書館標本

室所蔵古農機具類写真目録 (B 5 版 483 頁 総アート紙

図版 2，038 枚 白黒写真)を刊行した.

lX おわりに
農学を対象とする大学において，必要な情報は多く，

乙の情報は文書情報だけでは充分でなく，実物による情

報はきわめて重要である.束京農業大学の研究者や学生

は，図書館の図書，文献，視聴覚資料，標本を利用した

り，さらに農場，加工所等の実習において，実物の栽培，

飼育，加工することによって，情報を入手している.乙
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の乙とは農学の研究教育にとって不可欠なととである.

かつて，各地における農業は，その土地の気候，風土に

立脚して，特有の慣行農作業の方法があった.その方法

は永い経験を通じて創り出されたもので，各農家は各種

の作物を適地適作の原則に従って栽培を行なっていた.

しかし経済の発展に伴ない，農作業の方法は適地適作を

無視し，画一的になった.乙れは横井時敬のいう「農学

が盛んになったために農業は衰える (3) J がまさに農学を

重視し，農業技術を軽んじたかに匹敵する.

現在，農業においてもエネノレギー危機が叫ばれている

折，筆者は資料を通じて，再度作物栽培の適地適作の重

要性を改めて認識し，将来の農業に，乙の方法を生かせ

るととを切に望むと乙ろである.

今後の方針として，各地の資料を詳細にわたって収集

し，体系化をはかる.さらに資料を利用者に有効に活用

させるために，引続き資料写真目録の発刊と写真目録カ

ード化を行なう.乙れに伴ない，個々の資料の間取り調

査をもとにして，その使用方法，製作方法等について，

解説書を作成する予定である.乙れらの資料から多量の

情報を生産して多くの利用者に迅速かつ，正確なデータ

を提供できるようにしたいと考えている.

本報告を作成するにあたって，東京農業大学総合研究

所 吉村典夫氏の多大な協力を得た.乙乙に感謝の意を

表する.
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